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The purpose of Academic Literacy & Presentation 
(hereinafter abbreviated as ALP), a required subject of our 
graduate school, is that the students nourish their 
international academic communication ability by acquiring 
basic academic literacy necessary for research in the area of 
art and design, and then presenting their research 
assignment using Power Point.  Since the subject name 
changed into English Presentation in 2020, this paper 
reviews the process and effect of ALP and suggest the future 
issues mainly focusing on ALP I during the second semester 





























1 年生が中心となり、修士 2 年生と博士課程生も履修
















50 名である。ALP I は大学院の必修科目であるため、














前期授業の履修者は、修士 1 年生が 32 名、修士 2
年生が 4 名、博士課程 1 年生が 1 名、合計 37 名とな
り、専攻分野を本学の学部の学科に対応させると、環
境デザイン学科 7 名、プロダクト・インテリアデザイ
ン学科 4 名、ビジュアルデザイン学科 15 名、まんが
表現学科 1 名、ファッションデザイン学科 1 名、アー
ト・クラフト学科 9 名という構成である。  










4 名、まんが表現学科 2 名、ファッションデザイン学











表 1 2019 年度 ALP I 後期授業スケジュール 












































































































































































































































































伝わらない部分については、個人面談を通して 1 対 1
で学生と一緒に考えを整理してまとめることで、各々
の研究に歩み寄った指導を心がけた。  





































































































































神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 2 0 」（ 報 告 ） 
 


















・スライド 1 枚に 1 つのトピック：コンテンツスライ
ド１枚の情報量は、人や内容によって様々なスタイル
があるが、本授業の発表では 1 枚のスライドで 1 つの
トピックに絞るよう指示した。  










シック体、英文は Arial が多く使われている。  
・文字量：負担なく内容確認できるのは、スライド 1



















































































手な分野だと答えた。また 1 人を除いて 17 名が、字
幕や翻訳なしでは英語の映画やドラマ、ニュースや歌

















きやすいよう誘導した質問である（図 2）。  
 
（図 2）  
 
1. Where were you born?      
Where do you live?     
Who do you live with? 
2. How many brothers and sisters do you have? 
3. What’s your hobby? 
4. What’s your favorite book / movie / song / TV  
Program / baseball team / soccer team? 
5. Who’s your favorite writer / singer / actor / 
athlete? 
6. Do you work part-time or full time?     
What do you do?    
How often do you work?     











ある（図 3）。  
 
（図 3）  
 
以上の英作文で履修生の英語力を審査し、個別指導
での添削の参考にした。この ALP I は修士課程の必修
科目だったので、今後博士過程の入試だけでなく、修
士課程の入試でも英語を導入することを提案する。  
5.3．英語の Punctuation 学習について  























































できて良かった。すごく勉強になった。（2 名）  
1.Write about your major (what you mainly 
studied) in the university. 
2.When and how did you become interested in 
your present field? 
3.What and how would you like to develop your 
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